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国際農林水産業研究センターとその研究活動

国際農林水産業研究センター

企画調整部連絡調整科

佐藤  正仁

Ⅰ．研究推進の背景

１．設立と研究推進体制

１）設立の背景

　国際農林水産業研究センター（JIRCAS:Japan International Research Center for Agricultural Sciences）は、

平成５年１０月１日、熱帯農業研究センター（TARC:Tropical Agricultural Research Center 、１９７０年設立）を

改組し、新たに農林水産省の２９試験研究機関の一つとして発足しました。

　JIRCASは研究対象地域を前身のTARCの熱帯・亜熱帯に温帯・冷涼帯を加え、開発途上地域全域に拡大

するとともに、研究対象分野も林業や水産を包含し、農林畜水産業の総合的なアプローチを可能とする等

の研究推進活動の拡充強化をはかりました（下記２．参照）。

　その背景には、近年、開発途上地域の多くが、引き続く急激な人口増加に加え、急速な社会・経済的変

容等を背景に、同地域の食料及び農林畜水産業をめぐる問題が地球規模で解決を要する、いわゆるグロー

バル・イッシュとして認識されるようになりました。特に同地域の環境と調和する農林畜水産業の持続的

発展は緊要な解決すべき課題として意見の一致を見ました。

　このような状況の中で、我が国に対する国際貢献の期待は一層高まるとともに、国内においては「新経

済計画」、「科学技術会議第１６号答申」等で同地域に対し経済協力のみならず、技術・研究協力強化の必要

性が強く指摘されました。農林水産省はこれらの状況を踏まえ、所属する全研究機関の支援の下に、開発

途上地域全域の農林畜水産業の総合的な研究協力を推進する拠点としてJIRCASを発足させることになり

ました。

２）組織体制

　　平成１１年度の職員数は１６１人、そのうち研究職は１１６人です。

 企画調整部
 総務部
 海外情報部（国際研究情報官）
 生物資源部
所長 環境資源部
 生産利用部
 畜産草地部
 林業部
 水産部
 沖縄支所
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３）予算の概要

　　平成１１年度の予算の概要は、次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

総予算額 ２,９９０

　　運営費 １,９０３

　　国際研究推進費に要する経費 １,０８７

　　　（内訳）

　　　　　研究推進費 ４１

　　　　　海外派遣費 ２７９

　　　　　研究交流招へい費 ４３

　　　　　（研究管理者、共同研究員）

　　　　　研究技術情報調査活動費 １６

　　　　　国際共同プロジェクト研究推進費 ４７５

　　　　　招へい共同研究費 ２３３

　　　　　（沖縄滞在型、つくば滞在型）

　以下、７年目を迎えたJIRCASの開発途上地域に対する研究協力の研究推進方針、研究活動の方策・現状、

研究人材の養成等の概要を紹介し、その研究推進活動に対する内外の関係機関のご理解とご支援を賜るも

のです。

２．研究推進の範囲・方法

　JIRCASの研究の基調は、開発途上地域における環境と調和する農林畜水産業の持続的発展を支える共同

研究を通ずる研究協力の推進です。これら地域の食料・資源・環境等の問題に自然科学的側面と社会科学的

側面から総合的に対応していくこととしています。

１）研究推進の範囲

　　JIRCASの研究活動は、前身のTARCと比較すると次のような大きな進展があります。

①研究対象地域は熱帯・亜熱帯地域に温帯・冷涼帯を加え、開発途上地域全域へ拡大した（新たに中南米

の高緯度・高標高地帯、中国東北部、モンゴル、中央アジア等の温帯・冷涼帯の農林水産業の諸問題も

研究対象とした）。

②研究対象分野は作物や畜産物生産を主としたものから、林業や水産業の研究分野を包含し、農林畜水産

業諸問題の総合的な対応が可能となるように拡充・強化した。

③生産技術のみならず、「利用加工技術」の開発・改善の研究推進を加えた。

④自然科学研究のみならず、「社会科学研究」の推進を加えた（食料需給動向、農林水産業の発展方向、農

山漁村地域の社会経済動向などの研究）。

２）研究推進の方法

　研究分野の拡大と研究対象地域の広がりを背景に、研究推進に際して次のような新たな研究方法の導入

や研究活動体制の整備に努めています。

①特定の技術研究（「点」的な研究）に加え、異分野の技術を総合的に取り込み、また自然科学分野と社会

科学分野の研究の連携を図り、体系化された技術として研究成果の移転を進める「面」的な広がりをも

つ研究の推進（総合化研究）

②在外研究を支援する国内研究の拡充強化
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③研究対象地域及び分野の広がりに対応する研究の効率的推進をはかる情報システムの拡充整備（情報シ

ステム研究）

④国際農業研究協議グループ（CGIAR）傘下の研究機関、国際協力事業団（JICA）の行う技術協力事業等

との内外の先進研究・技術開発機関との連携の強化（国際農業研究機関等共同研究）

⑤開発途上地域に研究者を派遣して行う共同研究の推進（派遣型共同研究）に加え、同地域の研究者を招

へいして行う共同研究の推進（招へい型国際共同研究）

３．研究課題の基本

　研究推進の重点対象分野は、�）海外情報、�）持続的生産、�）利用・加工、�）生物資源、�）環境

資源、�）地域開発の６分野を柱とし、それぞれの研究課題を次のように整理しています。

①農林水産業の地域特性及び技術開発方向の解明並びに情報システムの開発

②農林水産物の持続的生産技術の開発・改善

③農林水産物資源の利用加工技術の開発・改善

④生物資源の保全及び生物機能の解明と利用技術の開発

⑤環境資源の利用・保全技術の開発・改善と地球環境保全機能の解明

⑥農林水産業の発展方向の解明と総合的生産・流通体系の開発

Ⅱ．共同研究プロジェクトの推進活動

　JIRCASの主要な研究活動は、開発途上地域の農林畜水産業の持続的発展、食料・環境等の問題の解決に当

該政府や関係研究機関と共同して当たることです。このため共通に関心のある研究課題を協議し、研究所間

べ－スの覚書（MOU）を交換し、当該関係研究機関に長期又は短期の研究者を派遣して共同研究を行ってい

ます。

１．重点対象地域と特性

　研究活動を効果的に推進するため、以下のような重点対象地域とその全般的な地域特性に則して、自然科

学分野のみならず社会経済分野を含む多数分野の研究者を動員して総合的視点から問題の解決に取り組む

「総合研究」の推進に重点を移しています。

�）中国：膨大な人口を有し、世界の食料需給の上で極めて重要な意味を持つ国

�）東南アジア：歴史的・経済的に日本との関係が深く、水田農業や林業・水産分野でも日本と共通点が

多い地域

�）南アメリカ：世界の食料基地とし、将来の大きな役割が期待される地域

�）サブサハラ：多くの栄養不足人口を抱え、基礎食料生産の協力が求められる地域

２．プロジェクトの推進形態

１）総合プロジェクト研究

　平成１１年度は８つの総合ブロジェクト研究を推進しています。その推進形態により「地域総合型」、「国

家総合型」、及び「広域総合型」に分類しています（表１、図１）。

　�．地域総合型

　特定地域の農林水産業の問題を、資源、環境、技術、経営などの諸要素、構成研究分野相互の関連性

をシステム的に捉え、多数分野の知識を結集して総合的かつ効果的に技術開発研究を行うものです。現

在、次のプロジェクトを実施しています。

①メコンデルタにおける新技術の開発・導入と持続的ファーミングシステムの実証（Ⅱ）

農 学 国 際 協 力 創 刊 号



－７８－

②タイ東北部における持続的農業技術の確立のための開発研究

③熱帯・亜熱帯汽水域における生物生産機能の解明と持続的利用のための基準化（マレーシア）

④インドネシアにおける地域農業システムの評価とその総合的改善のための技術開発

　�．国家総合型

　相手国の食料・農業にとって最も重要な基本的問題を特定し、その解決に向けて効果的に貢献できる

代表的な研究分野・課題を選択し、相手国の政府機関と組織的に全体調整を図りつつ、国家的な見地か

ら総合的に共同研究を実施するプロジェクトです。現在、次のプロジェクトを実施しています。

①中国における主要食料資源の持続的生産及び高度利用技術の開発

②ブラジル中南部における持続型農牧輪換システムの開発

　�．広域総合型

　戦略的に重要な特定品目や地理的条件等を対象にし、複数国にまたがる広い地域で複数の分野の研究

者が集中的に取り組むものです。現在、次のブロジェクトを実施しています。

①南米諸国における大豆の高位生産・利用技術の総合的開発研究（メルコスール諸国）

②西アフリカにおける米増産のための稲種間交雑種の活用に関する研究（コートジボアール、WARDA）

２）個別プロジェクト研究

　作目や研究分野が単独であるが、その研究対象や応用範囲が多くの国や地域に及び、インパクトが大き

いと考えられる特定の技術開発研究です。これまで、総合プロジェクト研究への転換や組み入れを図って

います。現在、次のプロジェクトを実施しています。

①北及び東アフリカ地域におけるバッタ類の生合理的害虫管理法の開発（ケニア、ICIPE）

②中央アジア地域における草地保全及び家畜の安定生産技術開発（カザフ）

③熱帯産在来有用樹による地域生態系の再生に関する基礎的研究開発（マレーシア、フィリピン）

④海外養殖エビ類ウイルス病の診断・防除技法の開発（マレーシア）

３）経常研究プロジェクト

　総合プロジェクト研究や個別プロジェクト研究のシーズとなる研究や、そのフォローアップ研究、或い

は国内や特定の国からの強い要請がある緊急性の高い単独課題のプロジェクトです。現在、次のプロジェ

クトを実施しています。

①センダン科樹種害虫の生態と防除（マレーシア）

②森林の荒廃と回復に関与する地域住民の役割の解明（インドネシア、ICRAF）

③水田の乾期畑作における効率的な水利用技術の開発（スリランカ、IWMI）

④バイオテクノロジー利用による小麦耐病性の育種技術（メキシコ、CIMMYT）

⑤トリパノソーマ症におけるTNFαの役割（ケニア、ILRI）

⑥熱帯産未利用木質資源の有効利用のための技術開発（マレーシア）

⑦閉鎖性水域における持続的生産技術の開発（タイ）

⑧熱帯モンスーン地域における広域水田用水管理手法の開発（マレーシア）

⑨熱帯沿岸域における物質循環の研究（インドネシア）

４）国際農業研究機関等との共同研究

　国際農業協議グループ（CGIAR）傘下の国際農業研究機関等に研究者を派遣し、その研究蓄積と研究環

境、研究素材などを活用し、戦略的に重要な課題について共同研究を実施しています。

　現在、前述のようにIRRI（稲作）、CIMMYT（小麦）、ILRI（家畜伝染病）、WARDA（稲作）、IWMI（灌

漑）、ICRAF（森林）、ICIPE（昆虫）などと共同研究を実施しています。 
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Ⅲ．国内研究

　開発途上地域における重要な研究課題で、高度な施設や知識・技術を必要とするため海外での実施が困難

な研究、或いは開発途上地域を中心に世界的な情報の収集・分析を必要とする研究課題で、開発途上地域の

研究機関では困難な研究について、日本国内で研究を実施しています。つくば本所では研究学園都市の専門

部署の協力を得ながら実施する研究と、沖縄支所では亜熱帯・島嶼という立地条件を生かした研究を推進し

ています。

　国内研究は、海外における共同研究を補完・強化する役割と、海外から招へいした研究者との共同研究の

場の提供という役割を担っています。

１．つくば本所

　JIRCASは近年の研究ニーズの多様化、複雑化、高度化に対処するため、特につくば（筑波）本所において

国内研究を強化しています。新たに研究本館、海外実験棟及び海外生物工学実験棟の施設の建設をするとと

もに、次の研究機器の整備を行っています。

①世界の農林水産業の情報を組織的に収集・解析・提供する情報処理機器

②土壌の生成過程等の研究のための物質表面特性解析装置（Ｘ線光電子分光分析装置）

③気流・温度条件などの設定可能な人工環境風洞実験装置

④淡水・海水魚介類の研究用閉鎖循環系濾過方式のアクアトロン

⑤バイオテクノロジー及び植物生理学的研究施設など

　これらの研究機器の整備は、国内研究機関との連携協力が一層可能となる他、海外研究の基礎部分の支援

のみならず開発途上地域の招へい研究者との共同研究を可能としています。

　つくば本所における主な国内研究課題は次のとおりです。

①世界の食料需給動向の解析とシュミレーションモデルによる予測研究

②開発途上国の持続的農村開発・資源利用に関する総合的手法の開発研究

③有用生物資源の確保・利用に関する基本技術の開発研究

④植物の乾燥、塩害、低温、病虫害等のストレス耐性に関する研究

⑤窒素を中心とした物質循環に関する研究

⑥リモート・センシング技術を活用した環境資源評価に関する研究

⑦Ｘ線光電子分光分析装置（ESCA）を活用した環境資源の利用・保全技術の研究

⑧開発途上国の食品・農産物の品質評価及び品質保持に関する研究

⑨水産生物（魚、エビ等）の増養殖と有効利用の研究

２．沖縄支所

　沖縄県石垣島にある沖縄支所は、熱帯・亜熱帯の気候条件を活用した農業技術の開発研究を行っています。

亜熱帯気候を利用した作物促進、熱帯亜熱帯作物の病虫害及び地力維持等の基礎的な研究を通じて在外研究

に必要な知見を摂供し、熱帯・亜熱帯農業研究の推進と同地域の農業の発展にも努めています。

　沖縄支所における主な国内研究課題は次のとおりです。

①作物耐暑性・耐塩性の生理・遺伝子学的解明と耐性作物の開発

②地中点滴灌漑等による環境保全型節水栽培技術の開発

③熱帯・亜熱帯作物の遺伝資源保全と特性評価による新育種素材の開発

④不良栄養土壌における熱帯・亜熱帯植物の適応機構の解明

⑤熱帯・亜熱帯地域における病虫害の総合診断システムと生物防除法の開発
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Ⅳ．招へい型国際共同研究

　JIRCASは「派遣型共同研究」を中心に研究活動を実施していますが、同時に、これまで在外研究員のカウ

ンター・パートを１～数ヶ月間当研究センター等に招へいして共同研究を行う「カウンター・パート招へい

国際共同研究」等を実施しています。

　また、フェローシップ制度で平成４年度から同地域の気鋭の中堅研究者を沖縄支所に、さらに平成７年度

からは筑波に若手の研究者を招へいして特定の研究課題について共同研究を行う「フェローシップ型招へい

国際共同研究」を実施しています。

１．カウンター・パート招へい国際共同研究等

　我が国の整備された研究環境を活用して実施した方が効率的な共同研究課題の一部について、カウン

ター・パートを招へいして共同研究を実施しています。平成１１年度は、２６名のカウンター・パート共同研究

員を招へいしています（表２）。

　また、在外研究者の派遣先研究機関の研究管理者を我が国に招へいして研究推進上の諸問題について意見

交換を行うとともに、我が国の研究環境の理解の深化を図る管理者招へいを実施しています。平成１１年度は、

４１名の研究管理者を招へいしています（表３）。

２．沖縄滞在型招へい国際共同研究

　平成４年度（１９９２／９３）から博士号取得者及び同等の研究者を毎年１０名（４５才未満）、１カ年間沖縄支所に

フェローシップ制度で招へいして、特定の課題について共同研究を行う「沖縄滞在型招へい国際共同研究」

事業を実施しています。共同研究課題は次のとおりです。

①熱帯・亜熱帯地域特有の植物・微生物による効率的環境技術の開発に関する研究

②熱帯・亜熱帯作物の高温障害発生機作の解明に関する研究

③耐塩性作物育成技術の開発に関する研究

④栄養繁殖性熱帯・亜熱帯作物の特性評価と長期保存の確立に関する研究

３．つくば滞在型招へい国際共同研究

　平成７年度（１９９５／９５）から筑波研究学園都市の研究基盤を活用し、つくば本所に若手の研究者を毎年４

名（３５才未満）、２カ年間（長期）及び農業生物資源研究所に４名、５カ月間（短期）、開発途上地域の研究

者をフェローシップ制度で招へいして、特定の課題について共同研究を行う「つくば滞在型招へい国際共同

研究」事業を実施しています。長期及び短期の共同研究課題は次のとおりです。

（長　期）

①生物情報の解明及びその有効利用

②開発途上地域における環境システムの解析・評価

（短　期）

①生物種の多様性解明とその保全技術

②生物工学的手法を用いた新生物資源の作出

③生物機能の機構解明とその制御技術

Ⅴ．国際協力事業団（JICA）との連携協力

　JIRCASの国際的視野に立った開発途上地域の農林畜水産業の研究及び同地域との研究交流の推進は、

JICAが行う技術協力活動地域と重なること等から、JICAとの間で平成５年１０月「国際研究協力連絡協議会」を

設置し、開発途上地域の農林畜水産業開発の諸問題に協力して対処することとしています。特にそれぞれの
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活動成果を活用した協力の推進に努めています。

１．JICAの技術協力の成果と構築した基盤を活用したJIRCASの共同研究の推進

　現在、実施中の協力には、JICAの「東北タイ農業開発研究センター計画」の技術協力の成果と構築した基

盤を活かした「タイ東北部における持続的農業技術確立のための開発研究」及びJICAのパラグアイ農業総合

試験場（JICA-CETARAR）の成果と試験基盤を活用したJIRCASの「南米諸国における大豆の高位生産・利用

技術に関する総合的開発研究」があります。

２．JIRCASの技術開発研究の成果を活用したJICAスキームによる技術の普及

　現在、実施中の協力には、JIRCASの「オイルパーム茎葉の飼料化技術開発研究」の成果の活用による「マ

レーシア未利用資源飼料化計画」があります。

Ⅵ．海外派遣事業

　開発途上地域との共同研究、実施促進或いは調査研究のため、世界各地に研究者（在外研究員）等を派遣

しています。平成１１年度の延べ派遣者数は、合計２３７件です。

　そのうち、開発途上地域の国立農業研究機関、大学、CGIAR傘下の研究センター等との共同研究の推進の

ための長期在外研究員（２年以上）の派遣数は延べ９５件、短期在外研究員は９５件、また研究シーズ探索等の

専門部門別調査は１１件、及び共同研究の実施協議及び実施促進等のための研究管理調査は３６件です。

Ⅶ．その他の事業

１．情報・収集・分析・広報

　�．国際研究情報の収集・分析

　�．国際農林水産統計情報の整備と分析

　�．国際食料需給分析

　�．地理情報システム（GIS）の開発

２．国際シンポジウム・ワークショップ・セミナー等の開催等

むすび

　JRCASは平成１３年度から一独立行政法人として設立され、その役割が一層期待されています。

　JRCASは今後とも、内外の関係機関との連携のもとに、開発途上地域の農林畜水産業の研究及び同地域と

の共同研究を基本とする研究交流を推進し、同地域の環境と調和する持続的農業の発展と技術開発に携わる

研究人材の養成に貢献するよう努めてまいります（図２）。 
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表１　共同研究員招へい者一覧（平成１１年度） 

 農学国際教育協力研究センターに対するJICAの期待  国際農林水産業研究センターとその研究活動 



－８３－

 

農 学 国 際 協 力 創 刊 号

 
図
１
　
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
JI
R
C
A
S
）
長
期
在
外
研
究
員
等
の
駐
在
位
置
図
 



－８４－

表２　共同研究招へい者一覧（平成１１年度） 
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表３　研究管理者招へい者一覧（平成１１年度） 
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 図２　共同研究と人材要請の実施概念図 
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